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が
人
り
、

地
鯰
が
S
+
r,e
m
図
で
午
mm
十
五
分
卜
』

r
.

-4

しl

は
、
9
胃
コ
ン
ク

t-rsり、
十
三
内
の
9
I一
下

K
,
P

せ
、
閃
ャ
a
g
9し

て
い
る
ぽ
f
ハ
丸竃和
は山

神
戸
｀
芦
昼
な
ど
大
岳
ガ
ス
は
十
ぢ
昂
飼
十
ぽ
蛤を停
ド
だ
。
ガ
ス
曇
曹
巧
遍
転
し
て
い
る
が
、
ぷ
問
v

.

一関
五
十
分
、
｀
戸
市
賓
部
、
の
隕
景
と
れ
が
ゥ
ネ
”
女
兵
直“
内
の
火
ag
吊
3
,
i

n
・
凛
に
駆
巾
の一
廓
、
＂
匹
火
災
名
ジ
の
が
f
l
町
が
地

霞
0
慢
に
輩
ユ
”
止し

一
部
供
給
停
止

大
飯
ガ
ス
十
二
"
5
u
t
i
g
入
ガ
ス
云
ぺ

閲臼電
力
に
含
こ
‘
‘

五
，
＂
デ
吐
且
註
叶
闘
い
言

5

月
且
蒻
砂
い

笹
•
轟
U
パ
・
3
2
ぢ
こ寅
玄
'
?
"n
g

C
事
主
で
ガ
し
キ
り
、

fこ
っ
ち
し
事
や
と
に
飢

＂
磁
袋
ら
て
く
る
の

＂ヘ

-
g
．
ぅ
A
．
t
“
彎
も
王

が
岳
・る
腐

i泊
＞
A
B
、
人
m
g
,
す
人
し
で
そ
r
?
-
｀
し』t
?
f
9

む
舟
。5

岱
・
宅
函
5
5
•
K

9
つ
r
·
クせ
え
3
:
3
ぅ
t
.F
L
r
tさ
a
っ
n
g

・
以
巳
"“
r
、.N^
翌
．
，
2
．
i
s
,
＿
て
い
r
·

ー
“

t
r
t
g
-

烹
邑

釘
入
、
人
女
"
^
,
.
-
｀
R
t
“
"

[
]
さ
な

5
0
"n
-
•
J
J

.
•. 
g
5
 

に
＇

□―
 

悶

塙

583

乱
区
の
n
嘉
・
出
動
し
げ
‘

漬
名
せ
て
“
り
、
g
.
a
い
に
お
い
が
i
スあ`

m
ての
駅
内
は
＂
裕
女
ぷ
う

冒

f
c
"
伐讀
の
3111欠竺
Jん

襲
邊
の
よ
っ
な
岱

が
只
ら
れ

盈

ゃ
n
a
悶
”
f
a
r
t
益
W
―鋼
のコン
コー
f̂

鰈

“
3
戊

ー
＾
迂
ぶ
g
K家
ば
"
)
な
い
R
を
g
-
‘
"
ふ
の
隊
↓
や
V
aM
俗
し
？
さ
h
t
e

た
よ
り
し
な
く
つ
ふ
n、
9

●
区
の
J
R
山
名
諒
・
ハ
m
り
1
っ
に
ビ
崎巾
昂
町
な
ホ
ー
ム
に
停
t
て
い
r
r
．
田

別

”

合
）
ぶ
t
、
.
／
9
,
i
`
s
a

g
u
r
心
ピ
ル
｀
に
ど
で
し
火
が
兌
で
、
少
“
＜
答
芯小
し
<
c
9
后
＂
暉

・
”
廓
事
3
圃
日
，
 

m

.
 
t

‘,
．な

§

醤
惜
家
、
出
c
“
内
な
どが
で

と

し

令

"

t

旧

綺

に

5

、
名
紀
“
R

h
氾
も
郎
し
っ
士
で
h
、
細
バ
図
g
r
-
．
と
"
“
た

<

9
え
i
が
り
、
名
g
が
名
叫
い
陣
＂

問
に
あ
る
叫
"

"
"g

内
f
j
`
＂＇

g

i

g

"
g
”
rゥ
e
k
-
｀
J
R
閃
＞

貨

｀
互
役
父
町
い
に
家
旧
空
，`
は

嘉

"
E
↓
-
n
符
"
q"
忠
g

u
・っ

な

c
合
‘

s
,
‘
t
-『•

r
,＊
分
が
5
8
し
t
｀
が
、
む
r
4
'
t
g

ぅ
t
.
i
k
ら
に鴫
月
合
、
名
．
ツ
．

』
が
窟
9
翌
な
、
窃

塁
↑
製
れ
零

?

C
.
g
g
岱
I
J
汀

．っ
l,
a
”
店
含
｝
今
3
：
合
＾
ベ
ー
闊
g
g
J
a
t
闘
・
t
:

な
•
-
i
.
^
“
た
、
‘
―
ぎ
・
・
？

翌
（
き

p
つ
«
}
？
竺
｀
も
：
＂

釦
•
9

,
g
.
r
｀
ょ竺ぷ
‘
5

さ

ぺ
9
姜
‘

?
”
、
祠
―
5
"
c
”
.
-
g
`
?
”
,
g
R
`
g
,.
t
7
べ
悶
―
注
．

＂
｀
；
§

翌

；

；

｀

い

吝

、
？
＂
姑
｀

＾
ぷ
？

ぃ』・
ー
しt．ち＂き

一

c
農
・
・
ふ―
w
:．

だ

さ

t

”
n
`
1
,
ぃ
99
ぢ
っ
ス
＂
だ
さ
g
E
9
-
'
い
』
：
．

3

＇Xf、

"
・
ァ
｀
，
ー
・
‘
-
T
r
二
家
r
こ
苔
｀
へ
g
.
；
―
．
とと
t.•. 

し．

n
月
E
C
a
閉
ピ
£
り
―
そ
ぎ
島
な

ぎ

ぎ

‘

A

§

祠

g

•. 
｀
F

心
‘
i
r
i
忍
；
gを建卯
Lて
．．
 
2
<
•

[
ぎ

g
i
-
¥
哀
'
{
`
^

$

含
聞
蒙
、
Sc
さ
5
ら
訳
h
卜
り
、^

の
ド
ア
を
3
り
鍍
っ
主
り
、
"
l
l
JU”ぷ
k
"＂1叩

り
E
い
r
a
"＂
の血
"
I
f
3
W
A
mの
あ
る
中
火
“
の
山
を
ぱ
eC
に
9
n
'
れ
て夕や

を小心
に
ぷ
し
こ
ら
で
K左が

油

"
“
“
I
l
l
岱
巾
呂
巾
C
入
っ
年
晒悽
｀
ピ
1
な
こ
｀
な
汀
さ
＾
；
＂

旦
竺
L
い
飢
に
⇔
h
茄
＾
ば
卜
？
裁
り、陀
A
の
女
い
t
こ

＄
＂
生

で
＂
い
く
つ
2

あ

み
の
よ
っ
に
な
っ
r
、
S
E
5如ビ
2
駅
り
K
の
＂

椅
竺
ハ
符
｀
ご
ぶ
、
女
‘
2
苫
‘
g
&

~:

C
部
r
か
・
諄
．
茫
で
一
殴
r
反
さ
い
；
B
た
ざ
合
竺
｀
バ
、
t
g

r
“
ー
が
ど
、
う
9
A

s
"
匂
型
只

反
'
-
硯
‘
は
｀
巖

の
ピ
A
の＂

・
ハ
岱
終
坪
涵
5
.
“
洒

や
つ
●
や
っ
＂応
＂
~
~

＂
匂

r
g
g

『
め
そ
山
認
5
泊
岱
g
”

ん

呻
ば
ふ
匂
命
．
」
＾
と
1
9
芥
，
XC
?
t
J
a
い
だ
1
“
-
‘
1
.
＂
内
て
，

ー
！
し
が
凸
“
"
ウ
碕
I
ら
笈

を
憚
，
＿
つ
・
t
'
だ
k
g
g

乎
溢
’
J‘
·合
、

3
り
：
•
t
J
R
ノ
只

駅
伐

交
過
セ
郎
が
g
^
-̀
l
l
"
’
i
が

、
5
“

キ
M
．
玉
を
、
9
ら
・
9
9
多
，
｀
岱翌
．
g
小
ぷ
r
-
g癸
が
名

‘
人
閉
ぶ
一唇

s`
＂
が
出
ん
か
・i
"

r
i
人
の
店
t”
C
"
．
o
g
ら
祇

11しガ
っ
ら
・
9
9
1
ピ
4

（ハ
鋼
竺
｀
）
C
が
3
:
t•• 

C
5
門
．．
 
＂
1
ぶ
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-
K氏
．
ほ笛
L
て
｀
U
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な
い
＂
患

サ
イ
し
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で
9
ハ
作
を
占
c
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い
ろ
典
．
ー
2
‘
•
リ
、

ア
て
9
,
!
卜

g

0

名

ふ

が

あ

ら

こ

ら

r

、

局

の

n

広

が

船

l

．

堺

乱

に

“
↓
2
"
震
亀
裂
”

阪
急

陀
討
が
“
~―

e
i
涵
L
呈
し
て
い
r
r

罰
叫
四
叫
罰

電
車
駅
も
ろ
と
も
伊
丹

llg甘砂

9
谷
与
I
ぢ

駅
＆

に

芦

図

の
賓
E航、

J

t

g
．
が
で
3
子
、

1

,＂
磨
尺
忍
｀
家
＂
料
甘

3
吾

各

ヽ

い

手
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.，茶霰
が
3
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芯

!
/
5胄
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“
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喜
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瓢
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唇
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讐
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塁
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マ
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シ
9
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れ
る
欠
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5
嶽
｀
攣
雙
”
人
た
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n
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．．
 
助
かっに

-[

．

茂
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n
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g
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r
喀
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r
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ざ
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9
g
u
l
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北
閉
町
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＾
這．

け

の
人
が東
5
”
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剛
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マ
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n
m

"
•一

t
t
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；炎路鳥霞星源頁

阪
神
電
車
が
横
転
。
民
家
に
も
火
災
が
発
生
し
た
阪
神
住
吉
駅
付
近
ー

17日
午
前
8
時
40分
、
本
社
ヘ
リ
か
ら

M7  
十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
こ
ろ
、
近
畿
地
方
を
中
心
に
、
西
日
本
か

R
、
私
鉄
で
レ
ー
ル
が
曲
が
り
、
列
車
が
脱
線
す
る
な
ど
交
通
機
関
は
全

ら
東
洵
地
方
に
か
け
て
の
広
い
範
囲
で
強
い
地
震
が
発
生
し
た
。
震
度
6

面
的
に
ス
ト
ッ
プ
。
兵
庫
県
尼
崎
市
や
神
戸
市
、
大
飯
市
内
な
ど
で
次
々

の
烈
震
を
記
紐
し
た
兵
庫
県
神
戸
市
や
西
宮
市
、
淡
路
島
で
は
ビ
ル
や
民
に
火
災
が
発
生
、
停
霞
や
断
水
、
辺
路
の
陥
没
な
ど
も
各
地
で
起
こ
り
、

家
の
倒
壊
が
相
次
ぎ
、
高
速
辺
路
の
橋
げ
た
も
落
下
す
る
な
ど
多
数
の
死
関
西
の
郡
市
は
摂
能
マ
ヒ
に
陥
っ
た
。

傷
者
、
行
方
不
明
者
が
出
て
い
る
模
様
。
京
阪
神
の
東
海
道
新
幹
線
や
J

霞
源
地
は
淡
路
烏
で
、
震
源
の
深
さ
は
約
二
0
..。
地
棗
の
規
校
は
マ

一
2
 

神

目

目

"置璽＊〗

号外 I
1111 ll lJ U IUllllUJ 

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

(M
)
7
.
2。

山
阻
新
幹
線
の
新
大
阪
駅
1
新
神
戸
駅
間
に
あ
る
兵
庫
屎
伊
丹
市
Jfno

と
尼
崎
市
食
誌
の
ニ
カ
lrr
の
高
架
（
い
ず
れ
も
高
さ
約

lo"と
が
そ
れ
ぞ

れ
約
百
”
"
に
わ
た
っ
て
崩
壊
し
、
大
動
脈
が
寸
断
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
た
。

神
戸
市
内
で
は
、
ピ
ル
の
倒
壌
が
相
次
ぎ
、
全
市
内
で
停
電
、
ガ
ス
漏

れ
が
発
生
し
、
各
所
で
火
の
手
が
上
が
っ
た
。
阪
神
高
速
迅
路
が
東
灘
、

中
央
区
な
ど
で
高
架
が
崩
れ
落
ち
た
の
を
は
じ
め
、
道
路
も
寸
断
さ
れ
た
。

兵
庫
県
警
本
部
に
入
っ
た
情
軽
で
は
、
東
讚
区
や
長
田
区
で
住
宅
が
多

数
倒
壇
、

住
民
が
生
き
埋
め
に
な
っ
て
い
る
。

戦
前
に
達
て
ら
れ
た
中
央
区
栄
町
通
の
第

一
勧
業
姐
行
神
戸
支
店
ピ
ル

は
二
階
部
分
が
崩
れ
落
ち
、
直
径
一
＂
い
近
い
石
の
柱
や
ガ
レ
キ
が
道
路
を

ふ
さ
い
だ
。
三
宮
セ
ン
ク
ー
街
で
は
、
余
震
の
た
び
に
建
物
の
ク
イ
ル
聾

が
ボ
ロ
ボ
ロ
と
落
下
。
神
戸
市
役
所
の
占
い
棟
の
二
号
館
（
八
陪
）
は
、

六
階
部
分
が
つ
ぷ
れ
て
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
な

っ
た
。
中
央
区
な
ど
で
マ
ン
シ

•
ン
の
一
部
が
倒
啜
、
住
民
が
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。

各
地
の
震
虹
は
次
の
通
り
。

震
度
6
（烈
震
）
神
．1

震
度
5
（強
震
）
け
岡
、
彦
根
、
以
祁

霞
肛
4
（中
震
〉
ill‘

敦
賀
、
福
井
、
上
野
、
四
日
市
、
岐
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。
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▼第一勧業銀行神戸支店倒壊●浜屋神戸本店ょり南東へ約150m
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▼阪急伊丹駅倒壊●浜屋伊丹店前80m
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▼国道171号線の陸橋力‘‘落下●浜屋西宮店前を西へ50m
H.，'を
L
・

▼JR新長田駅倒壊●浜屋新長田店ょり北へ100m
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浜屋各店の被害状況

［神戸店］

［新長田店］

12 13 



浜屋各店の被害状況

［西宮店］

［尼崎店］

ー

［伊丹店］

14 15 



神戸地域での被災

1 



j 18日

17 

◄撮影／営業部中下剛

自宅マンションより西の方角

を見ると震災の為延焼中の

煙が望める。

神戸市灘区、中央区あたりで

あると確信する。
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